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物件調査

令和6年度に設計説明会を開催しました

用地幅杭の設置

国道7号 沼垂・栗ノ木・紫竹山道路 かわら版「くりのき通信（105）」（平成21年創刊） 令和７年８月号

第１０５号

み な み し ち く

令和7年度の事業予定をお知らせします

沼垂道路  （区間：柳都大橋～栗ノ木橋交差点）
⚫ 令和６年度に設計説明会を実施し、設計内容にご理解をいただき、道路の構造が

決まりました。

令和７年度は、道路に必要な土地の範囲を現地に示すための杭（用地幅杭）を設置

し、順次、用地測量・物件調査に着手します。 

⚫ 関係する皆さまには引き続きご負担をおかけしますが、事業の円滑な実施に向け、

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ぬ っ た り

○ 「既存交差点の存続」や「速やかな用地買収」に関するご要望等をいただきました。

〇 設計内容に対しては概ねご理解をいただき、道路の構造が確定となりました。

沿道の関係自治会（４１自治会）を対象に、設計案を

お示しする説明会（第１回）を開催し、その後、いただ

いたご意見等を踏まえた設計の修正に関する説明

会（第２回）を開催しました。

⚫ 第１回設計説明会（令和6年9月～12月・計9回開催）

⚫ 第２回設計説明会（令和7年2月～3月・計６回開催）

作業期間(予定)：令和７年 ７月１日～９月３０日
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1

裏面に「 栗ノ木道路・紫竹山道路」の内容を掲載しています

図.一般的な道路事業の流れ

3～5cm

き  ぐい

びょう

設置イメージ

用地測量

道路に必要な土地の範囲を示すための杭で

す。黄色い杭や鋲を設置します。

隣接する土地との境界を確認し、取得

させていただく土地の面積や位置を特

定します。主な流れは以下のとおりです。

1. 境界を確認するための資料収集等

2. 境界を確認するための現地立会い

3. 境界点の測量

4. 個々の土地における取得予定面積

の確定

計画地内に存在する建物や立木などの

物件を対象に調査し、移転補償の算定

に必要な情報を収集します。

※令和８年度以降も継続します
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栗ノ木道路・紫竹山道路  （区間：栗ノ木橋交差点～紫竹山IC）

く り  の き し  ち く や ま

※図の範囲外の2基１橋を含む

⚫ 国道７号栗ノ木バイパス周辺では、道路の立体化に向けて、

令和６年度に橋梁上部工事に着手しており、引き続き橋梁

工事と地表道路の改良等を行います。

⚫ 紫竹山ＩＣ周辺では、立体道路等に接続するインターチェン

ジの橋脚整備や道路の切替え、南紫竹IC（出口）整備に向

けた準備工事等を行います。

＜主な工事の内容と位置＞

令和7年4月1日時点 橋脚数 上部工延長＊

全体数（合計） 84基 2,810m

令和６年度までに完成 ※41基 ※35m

令和7年度工事 24基 1,182m

工事中 １3基 414m

令和７年度着手 １１基 768m

令和8年度以降 19基 1,593m

＜立体道路の進捗状況＞

＊上り線、下り線、ＩＣ橋の延べ延長

2

立体道路の橋梁上部工事

令和６年度に工事契約した笹越橋交差点付近と鐙交差点付近の橋梁上部工事（延長計414m）に加え、

笹越橋～鐙交差点間と、紫竹山交差点付近における橋梁上部工事（延長計768m）に着手します。  

これにより、約43%（1,217m／2,810m）に着手することとなります。

立体道路の橋脚工事
工事中の13基に加え、新たに11基の工事を行います。

これにより、完成している41基とあわせ、約７７％（65基／８４基）に

着手することとなります。

道路整備工事
引き続き、道路位置切替えに向けた道路整備を行います。

南紫竹ＩＣ（出口）整備に向けた準備工事
引き続き、南紫竹ＩＣ（出口）の整備に向けた基盤整備を行います。

紫竹山交差点～紫竹山IC間の道路切り替え工事
インターチェンジの橋脚を整備するために、道路位置を切り替えます。
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＜橋梁上部工事の範囲＞
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[完成イメージ]

栗ノ木川
橋
脚

橋梁上部工

分 類 橋脚工事 橋梁上部工事

完成 ―

工事中

令和7年度工事着手

＜立体道路の凡例＞

工事によっては、交通規制を伴いながらの施工となります。

交通規制の期間や内容は詳細が決まり次第、新潟国道事務所ホーム

ページでお知らせします。

主な整備区間[位置図]

＜現地状況＞ 令和7年３月１8日撮影

至 万代島

至 紫竹山IC
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